
第２回コンペティション 受賞者 

女性起業大賞 

女性起業優秀賞 

吉本 桂子 (よしもと・けいこ)            【ロイヤルブルーティージャパン(株) 代表取締役】      神奈川県 

日野 美貴 (ひの・みき )                  【(株) 西日本冷食 代表取締役】                                      福岡県 

高品質な日本茶葉を使用した高級ボトリング茶の新ブランドを開発。日本の茶葉農家の再生・

支援に資するとともに、高級「日本茶」飲料というノンアルコール市場を創出。ジャパンブランド

としてグローバル化に取り組む。 

ボイルシャコなど大手が扱わないニッチな冷凍魚介類を取り扱うことで事業基盤を構築。シャコの

廃棄殻と温泉を利用した地域ブランドうなぎを開発し、環境に配慮した循環型水産業に取り組む。 

世界最高峰の素材といわれるエチオピア・シープスキンを使用したバッグを中心に、レザー製

品を企画・製造販売。エチオピアでの技術教育・人材の雇用創出とともに、端布を利用したエシ

カル＆高級製品の展開をめざす。 

鮫島 弘子 (さめじま・ひろこ)         【(株)andu amet 代表取締役】                                         東京都 

特別賞 
(High-Spirits賞) 
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第２回コンペティション ファイナリスト 

電子デバイスの安全性を高めるため、薄膜熱物性測定装置（「Nano TR」、「Pico TR」）を開発・販売。 

受託計測事業も行う。半導体の積層化に伴う電子デバイス内の発熱による故障・短寿命化等の解消に寄与。 

レンタルオフィスを中心に「シニア起業家」のビジネスプランづくり、共同オフィス運営、企業家交流会など、 

シニアを対象とした起業支援を行う。高齢社会の中で増加する働き続けたいシニアの起業を支援するビジネス。 

医師のための症例議論プラットホーム「e－casebook.com」事業を運営。 

世界中の医師の経験や新しい技術・知識等を集約し、医師が症例を議論するITプラットホームを構築し、 

医療の質を高める。 

一本のベルトで付け替えなしで様々なシーンに対応できるショルダーバッグ「コアルーバック」及び「コアルーベルト」

を開発・販売。次世代ショルダーバッグとしてブランド化をめざす。 

石川 佳寿子(いしかわ・かずこ)          【(株)ピコサーム 代表取締役】      茨城県 

片桐 実央(かたぎり・みお)                 【銀座セカンドライフ(株) 代表取締役】  東京都 

菅原 俊子(すがはら・としこ)      【(株)ハート・オーガナイゼーション 代表取締役】  愛知県  

池 成姫(ちー・そんひー)         【(株)COAROO 代表取締役】       東京都 
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女性起業推進に向けて（コンペ等を通じた実感） 

１．女性による起業の重要性 

 多様な業種に広がる起業 

 地域や社会の課題や事業機会を捉えた事業→熱意、使命感、社会性のある取り組み 

 既成概念に拘らない発想、サービス等の組み合わせによる付加価値 

 地域資源の活用、地域の協力の取り込み 

 震災地域の起業の重要な担い手 

 

 

 

２．新しい事業の成長に向けて 

 事業計画、経営体として検討の余地の大きいプランも散見、人材等様々な経営資源不足 

 

 

 家事・育児・介護等とのバランス確保 

 

 成長、変革の原動力であることを再認識（新しい市場、質的変化の源） 

 社会性、地域性のある事業が多いことを認識 。他方、人材育成・教育等でグローバル案件も
増加 

 子育てや介護支援事業等のサービス充実（民間事業促進への金融支援、人材確保施策等） 
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 資金のみならずネットワーク紹介やビジネスマッチング、経営ノウハウサポート等の重要性 

 地域（自治体、地元企業、経営者、金融機関、支援団体等）でのサポート連携 
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お問い合わせ 

 

DBJ女性起業サポートセンター 
DBJ Women Entrepreneurs Center（DBJ-WEC) 

 

【詳細情報およびお問い合わせ】 

（日本語）http://www.dbj.jp/service/advisorｙ/wec/ 

（English）http://www.dbj.jp/en/service/advisory/wec/ 

03-3244-1652（ｾﾝﾀｰ代表） 
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